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１．活動のテーマ

＜テーマ＞

＜テーマの設定理由＞

２．活動スケジュール

３．活動のために準備した素材や道具、環境の設定

（テーマに関する子どもの興味関心、園の特色など）

・砂だけで遊んだ時と、水を混ぜた時の感触違いに気づいたり、遊びに用いる中で

　白い砂（乾いた砂）と黒い砂（水を含んだ砂）の使い分けをし、遊びの広がりを期待

　した為。

・砂と水が混ざり合う様子や、様々な感触を味わい、不思議に思ったり特性を存分に

　楽しんで開放的に遊ぶ経験をして欲しいと思った為。

・令和７年１０月～令和８年３月の間に実施

・子どもの人数、体調、職員配置、天候等を考慮し、十分に遊び込める時間を取れる日に

　予定する

・２回目以降は、上記のことを考慮しつつ、遊び後の子ども達の意欲や、声を聞いて実施

　する日を他クラス職員とも話し合い決定していく。

　

（活動のためにどのような環境を設定したか、準備した素材や道具）

【環境設定】・安全に遊べる様に、砂場の淵を樹脂性のものに交換・抗菌砂の入れ替え

　　　　　　・十分に楽しめる様に遊びの同線を考慮した玩具置き場の配置

【準備】　　・砂場用玩具（スコップ・型抜き・コップ・熊手）等　十分な数を揃える

　　　　　　・水を運べるバケツ・じょうろ

砂と水

とうきょう すくわくプログラム活動報告書
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４．探究活動の実践

＜活動の内容＞

＜活動中の子供の姿・声、子供同士や保育者との関わり＞

５．振り返り

＜振り返りによって得た先生の気づき＞

・型抜きが「なぜできないのか」を考え、何度も挑戦する児、器に砂や水を入れて

　「ジュースです」とやり取りを楽しむ児…等と、それぞれ遊び方に月齢差が見られた。

　しかし、視野に広がりも見られ、他児の真似をしてやってみようとしたり、保育者と

　一緒に取り組むことで型抜きに挑戦したりと回数を重ねることで遊びが発展して

　いった。

・黒い砂（濡れた砂）への着目が主となってしまったので、白い砂を使った遊び方

　（ザルに砂を入れ振るって粉に見立てたり、砂の粒を分けたり…等）に気づけるような

　工夫ができたら、子ども達の遊びやイメージも広がったのではないかと思った。

・シャベルを使って遊ぶことが多くなってしまったので、もっと「手」で直に砂を扱い

　感触を味わったり、すくう、押さえる等の経験も積める環境作りができれば良かった。

１，砂の感触を手で味わいながら遊ぶ。

２，白い砂（乾いた砂）黒い砂（水を含んだ砂）の違いについて知る。

３，自分で型抜きが出来る様になり、ごっこ遊びに用いたり、友達とのやり取りを楽し

　　んだりする。

・２つのグループに分かれ、砂場の表面の砂を手で集めて大きなバケツに砂を入れひっく

　り返して崩れる様子を見る。どうしたら崩れない様に作れるかなぁ…と声を掛けると、

　違う場所の砂を入れる、沢山入れる、強く押す等考えたりしながら取り組む様子が

　見られ、何度もチャレンジし、徐々に自分達で型抜きが上達して行った。又、なぜ

　型抜きが出来るのかも理解しているものもいた。

・型抜きを更に工夫させ、カップの上に型抜きを乗せてアイスクリームに見立てたり、

　食べ物屋さんをする等ごっこ遊びに発展していった。

・砂に水を入れると固くなるという特性に気づいたが、水を入れすぎると今度は型が

　抜けなくなり、なんで？と疑問に思ったり、困ったりしている様子も伺えた。

・砂の色が違うのはなんでだろう？と不思議に思い、考え「晴れていて乾いていたのでは

　ないか？」と予測を立てるものもいた。

活動の様子が分かる写真　2枚以上を貼付してください。

（HPなどで公開する可能性がありますので、公開可能なものを使用ください。）


